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１８．生活・個人利用

物品管理

１．物流分野
物流管理一般　　
宅配
コンテナ
郵便

６．金融

紙幣・有価証券等の偽造防止

５．食品

トレーサビリティ
食品自動管理
食品購買誘導

１０．教育・文化

図書管理
電子図書街
教育コンテンツ管理
文化財保護
展示品解説・案内

１６．ＦＡ
生産活動支援

２．販売・流通

１２．情報家電
家電遠隔・自動操作

３．情報流通
ポスター・広告

７．医療・薬品
医療・服薬サポート
薬品管理
病院経営管理

８．環境
廃棄・リサイクル

１３．エンターテイメント

入場者管理

誘導・ガイダンス
高齢者ヘルスチェック

９．高齢者・障害者対策

４．道路・交通
航空旅客サポート
鉄道旅客サポート
位置情報（誘導・ガイダンス）
電子ナンバープレート
車両

１５．建設

建設管理

１７．消防・防災
消防活動支援
災害情報収集

ネットワークによる
電子タグの

高度利活用イメージ

１４．ロボット
犯罪監視

１１．就労
ドキュメント・物品管理
社員管理

商品管理
顧客管理

 

 

この結果、様々な分野・アプリケーションにおける電子タグの利用の可能性

や、バーコードの代替ではなしえない、ネットワークを用いた新たな利活用イ

メージが具体的に捉えられるとともに、技術開発課題を始め各種課題の解決に

向けた取組みが必要となることが明らかになった。 

  

１８の分野の各アプリケーションごとの高度利活用イメージについては参

考資料－４に示すが、いくつかの利活用イメージ例を以下に記す。 

 

■ 道路・交通分野 

 

 道路・交通分野における位置情報・誘導・ガイダンスのアプリケーションに

ついて以下に示す。ここでは、歩道や地下街等の歩行空間、住所表示板に電子

タグを設置し、位置情報を携帯電話等のモバイル端末に提供するシステムや、

さらに、目的地までの歩行経路を音声でガイド、また遠隔から誘導できるよう

なシステムが考えられる。 


